
業
務
部
情
報
Ｎ
ｏ
．
７
１
４

号
に
よ
れ
ば
、
「
交
渉
に
お
け

る
会
社
の
回
答
と
見
解
か
ら
は
、

社
員
を
健
康
に
働
か
せ
る
と
い

う
会
社
の
社
会
的
責
任
を
放
棄

し
、
放
射
線
問
題
に
関
す
る
全

て
を
政
府
と
自
治
体
に
押
し
付

け
て
い
る
姿
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
交
渉
の
要
旨
を
報
告

し
、
組
合
と
会
社
の
見
解
を
明

ら
か
に
す
る
と
共
に
、
職
場
運

動
へ
の
活
用
を
要
請
し
て
い
る
。

１
．
原
発
事
故
に
よ
り
、
福
島

県
中
通
り
地
方
に
お
い
て
も
放

射
線
量
が
高
い
実
態
が
継
続
し

て
い
る
。
労
働
環
境
と
し
て
会

社
の
認
識
は

国
労

若
い
社
員
、
特
に
女
性

の
健
康
を
会
社
と
し
て
真
剣
に

考
え
る
こ
と
。

会
社

政
府
や
国
、
自
治
体
等

の
指
示
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い

く
。
国
の
警
戒
区
域
、
特
定
避

難
勧
奨
地
点
に
該
当
し
な
い
た

め
、
対
策
は
し
な
い
。
年
間
20

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
以
下
ｍ
㏜
）

に
達
し
て
お
ら
ず
、
不
安
除
去

の
観
点
か
ら
産
業
医
に
よ
る
衛

生
講
話
を
開
催
し
て
い
る
。

国
労

・
・
・
そ
れ
だ
け
か
。

会
社

会
社
独
自
の
動
き
は
な

い
。
地
域
住
民
と
の
連
携
や
避

難
指
示
に
対
応
す
る
等
。
マ
ス

ク
の
配
布
を
行
な
っ
て
い
る
。

国
労

政
府
は
３
・
８
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
/
時
（
以
下
μ

㏜
）
を
規
制
値
に
し
て
お
り
、

磐
越
東
線
で
は
駅
舎
、
設
備
等

を
旅
客
が
利
用
し
て
お
り
線
量

を
測
定
し
高
い
箇
所
で
の
対
策

を
求
め
る
。

会
社

30
km
圏
外
（
34
km
）
で

あ
る
。
測
定
の
計
画
は
な
い
。

国
労

女
性
は
労
安
法
で
規
制

値
が
厳
し
い
。
だ
が
現
場
で
は

列
車
退
避
箇
所
が
草
む
ら
で
線

量
が
高
い
。
事
前
に
分
か
れ
ば

対
応
可
能
だ
。

会
社

働
く
箇
所
に
高
線
量
箇

所
が
あ
る
認
識
は
な
い
。

国
労

安
全
と
の
認
識
で
あ
れ

ば
、
科
学
的
に
実
測
す
べ
き
。

会
社

国
や
自
治
体
の
指
示
に

よ
り
対
応
す
る
。
一
企
業
と
し

て
動
く
考
え
は
な
く
必
要
性
の

認
識
は
な
い
。
よ
っ
て
放
射
線

量
を
測
定
す
る
考
え
は
な
い
。

国
労

会
社
が
社
員
の
健
康
を

考
え
る
の
は
当
然
で
は
な
い
か
。

女
性
社
員
や
若
い
社
員
の
健
康

は
考
慮
す
べ
き
。
回
答
は
不
誠

実
だ
。

２
．
原
発
事
故
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
下
に
あ
る
が
、
非
常

時
に
お
け
る
旅
客
へ
の
対
応
と

就
業
中
の
社
員
へ
の
避
難
・
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か

国
労

非
常
時
の
列
車
運
行
の

判
断
、
旅
客
の
誘
導
、
避
難
方

法
等
。
連
絡
体
制
、
携
帯
電
話

不
能
（
区
間
）
時
の
対
応
は
。

会
社

こ
れ
ま
で
同
様
、
国
や

自
治
体
等
の
指
示
に
よ
り
対
応

と
な
る
。

国
労

原
発
対
策
室
は
。

会
社

な
い
。
危
機
管
理
室
は

あ
る
。

国
労

避
難
方
法
等
、
具
体
的

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
の
か
。

会
社

P
社
も
含
め
、
検
討
し

て
い
る
。

国
労

携
帯
電
話
不
通
時
の
対

応
は
。

会
社

検
討
し
て
い
る
。

国
労

回
答
は
全
て
不
誠
実
か

つ
不
満
。

３
．
社
員
へ
の
放
射
線
被
爆
防

止
策
は

国
労

降
雨
、
保
護
具
に
つ
い

て
の
考
え
方
と
女
性
社
員
へ
の

対
策
に
つ
い
て
。

会
社

現
在
放
射
能
は
放
出
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
今
後

爆
発
の
事
態
に
な
れ
ば
検
討
。

国
労

マ
ス
ク
が
配
布
さ
れ
た

が
、
現
場
で
は
説
明
が
な
い
。

会
社

現
場
を
指
導
す
る
。

国
労

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
は
検

討
し
て
い
る
の
か
。

会
社

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

４
．
作
業
等
を
制
限
す
る
放
射

線
量
の
上
限
値
は

会
社

年
間
20
ｍ
㏜
。

国
労

測
定
し
な
い
と
判
ら
な

い
。
計
測
し
て
示
す
べ
き
。

会
社

そ
の
考
え
は
な
い
。

５
．
屋
内
外
の
会
社
施
設
、
設

備
等
就
労
箇
所
に
お
け
る
放
射

線
量
を
定
時
的
に
測
定
す
る
こ

と
。

国
労

水
戸
支
社
で
は
放
射
線

量
計
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

会
社

承
知
し
て
い
る
が
、
使

用
し
て
い
な
い
と
聞
く
。

国
労

３
・
８
μ
㏜
/
時
以
上

の
箇
所
が
あ
れ
ば
考
慮
す
る
の

か
。

会
社

あ
く
ま
で
年
間
20
ｍ
㏜
。

国
労

社
員
は
地
震
災
害
復
旧

に
向
け
頑
張
っ
て
き
た
。
そ
の

社
員
に
対
し
会
社
は
安
全
も
考

慮
し
な
い
の
か
。
会
社
は
安
全

で
あ
る
と
の
科
学
的
根
拠
を
提

出
す
べ
き
。

会
社

現
段
階
で
は
危
険
箇
所

は
な
い
と
い
う
認
識
。

６
．
屋
外
作
業
時
の
粉
塵
飛
散

対
策
を
講
じ
る
こ
と
（
Ｍ
Ｔ
Ｔ

作
業
に
よ
る
軌
道
整
備
等
）

国
労

散
水
等
の
対
策
が
必
要
。

会
社

そ
う
し
た
考
え
は
な
い
。

７
．
放
射
能
に
対
応
す
る
マ
ス

ク
を
配
布
す
る
こ
と

国
労

配
布
さ
れ
た
マ
ス
ク
は

放
射
能
対
策
か
。

会
社

そ
う
で
は
な
い
。

８
．
積
算
タ
イ
プ
の
線
量
計
を

各
職
場
に
配
備
す
る
こ
と

国
労

特
に
若
手
社
員
・
女
性

社
員
を
中
心
に
必
要
で
あ
る
。

配
備
に
よ
り
20
ｍ
㏜
が
明
ら
か

に
な
る
。

会
社

配
備
す
る
考
え
は
な
い
。
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7
・
5

婦
人
部
常
任
委
員
会

7
・
14

団
交
（
申
19
号
・
労
働
環
境
改
善
）

7
・
25

第
74
回
会
館
運
営
委
員
会

貨
物
経
営
協
議
会

8
・
10

第
11
回
執
行
委
員
会

8
・
20

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会
（
原
発
問
題
）

  
地
方
本
部
は
7
月
14
日
、
国
労
申
19
号
（
労
働
環
境
改
善
に

関
す
る
申
し
入
れ
）
に
つ
い
て
、
支
社
と
の
団
体
交
渉
を
行
な
っ

た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射

能
が
仙
台
支
社
内
管
内
に
お
い
て
も
汚
染
し
て
お
り
、
と
り
わ

け
福
島
地
区
で
は
高
レ
ベ
ル
の
放
射
線
量
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

憂
慮
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

 
地
方
本
部
は
乗
客
と
労
働
者
の
安
全
と
、
労
働
環
境
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
受
け
開
催
を
求
め
て
き

た
も
の
。

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
（
中
島
対
策
委
員
長
・
佐
藤

副
委
員
長
）
は
、
8
月
20
日
こ

く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
ア
ス

ベ
ス
ト
学
習
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
学
習
会
で
は
ア
ス
ベ

ス
ト
で
は
な
く
、
組
合
員
の
非

常
に
関
心
の
高
い
放
射
能
（
原

発
事
故
）
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い

う
趣
旨
で
、
現
地
で
原
発
反
対

運
動
の
最
前
線
で
運
動
を
続
け

て
い
る
、
双
葉
地
方
原
発
反
対

同
盟
代
表
の
石
丸
小
四
郎
氏

【
写
真
】
を
講
師
に
迎
え
公
演

を
受
け
た
。

石
丸
氏
は
秋
田
県
大
仙
市
の

出
身
で
、
１
９
６
４
年
か
ら
双

葉
町
に
居
住
。
そ
の
直
後
に
建

設
が
始
ま
り
、
第
一
原
発
と
第

二
原
発
の
中
間
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

以
降
半
世
紀
近
く
に
亘
り
反

原
発
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

石
丸
氏
は
、
か
つ
て
全
逓
労
組

に
所
属
し
て
い
た
逓
信
労
働
者

で
も
あ
り
、
長
期
に
亘
る
闘
い

の
末
、
集
結
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
国
鉄
闘
争
に
つ
い
て
も

理
解
を
示
し
た
。
【
2
面
に
講

演
内
容
要
旨
掲
載
】

講演する石丸氏



前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
通
り
、

石
丸
代
表
は
長
年
、
反
原
発
運

動
を
継
続
し
て
き
た
が
、
本
人

は
、
「
運
動
は
長
け
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
脱
原

発
に
向
け
て
、
出
来
れ
ば
ソ
フ

ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
て

き
た
が
、
今
回
の
結
果
は
ま
さ

に
墜
落
を
し
て
し
ま
っ
た
。
悔

し
さ
、
怒
り
、
や
る
せ
な
い
気

持
ち
と
自
分
自
身
の
力
不
足
を

痛
切
に
感
じ
て
い
る
。
」
と
し
、

報
告
に
入
っ
た
。

１
．
原
発
ほ
ど
不
条
理
で
世
代

間
不
公
平
が
あ
り
差
別
的
な
も

の
は
他
に
な
い

▼
原
発
関
連
で
働
い
て
い
る
労

働
者
〜
上
は
40
才
を
過
ぎ
れ
ば

年
収
一
千
万
円
を
超
過
す
る
東

京
電
力
の
社
員
、
一
方
で
4
百

社
、
7
〜
8
千
人
と
い
わ
れ
る

末
端
で
は
5
〜
6
千
円
で
雇
わ

れ
、
被
爆
線
量
を
超
過
す
れ
ば

た
ち
ど
こ
ろ
に
解
雇
。

▼
全
国
19
名
の
放
射
線
被
爆
労

災
犠
牲
者
の
う
ち
、
11
件
が
福

島
原
発
だ
。
そ
の
う
ち
労
災
認

定
支
援
を
し
4
件
の
認
定
を
勝

ち
取
っ
た
が
、
こ
の
過
程
で
も

痛
切
に
感
じ
た
。

▼
莫
大
な
量
の
放
射
線
廃
棄
物

の
処
理
を
我
々
の
世
代
で
は
な

く
、
子
、
孫
、
夜
叉
孫
ま
で
処

理
を
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

▼
こ
れ
ら
は
事
故
前
に
感
じ
て

い
た
こ
と
だ
が
、
事
故
後
は
こ

れ
ら
が
数
百
倍
、
数
千
倍
に
な
っ

て
我
々
に
襲
い
か
か
っ
た
。
推

定
に
な
る
が
、
福
島
で
は
警
戒

区
域
、
計
画
避
難
区
域
で
約
20

万
人
が
古
里
を
去
り
全
国
に
散

ら
ば
っ
て
い
る
。
県
庁
も
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
。
実
に
福
島

県
民
の
約
一
割
。
学
校
等
、
屋

外
活
動
禁
止
さ
れ
て
い
る
児
童

が
10
万
人
。

▼
6
月
末
の
地
元
紙
か
ら
だ
が
、

あ
る
小
学
校
の
除
線
を
行
な
っ

た
が
、
原
発
の
中
の
放
射
線
管

理
区
域
と
い
う
線
量
の
高
い
区

域
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
高

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
ん
な

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

▼
福
島
で
は
7
月
13
日
、
開
成

山
球
場
で
甲
子
園
予
選
が
開
始

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
早
朝
6
時

線
量
測
定
が
実
施
さ
れ
、
３
・

８
μ
㏜
/
時
以
上
が
測
定
さ
れ

れ
ば
中
止
と
な
っ
て
い
た
が
、

２
・
２
μ
㏜
/
時
で
あ
っ
た
た

め
、
つ
つ
が
な
く
行
わ
れ
た
。

一
方
で
福
島
競
馬
場
は
夏
競

馬
が
中
止
さ
れ
、
ダ
ー
ト
を
入

れ
替
、
芝
も
張
替
が
決
定
さ
れ

実
施
さ
れ
て
い
る
は
ず
。
高
校

生
、
子
供
達
は
競
馬
馬
の
扱
い

よ
り
悪
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
国
が
実
施
し
て
い
る
子

供
た
ち
に
対
す
る
放
射
線
の
扱

い
だ
。
唖
然
と
す
る
他
な
い
。

▼
避
難
生
活
の
長
期
化
で
高
齢

者
の
老
化
・
加
齢
が
加
速
度
的

に
進
ん
で
い
る
。
痴
呆
、
直
ぐ

に
キ
レ
暴
言
を
吐
く
老
人
、
介

護
す
る
身
内
が
持
た
な
い
状
況
。

▼
自
殺
者
の
激
増
。
震
災
後
の

4
月
5
月
で
は
、
宮
城
、
岩
手

の
自
殺
者
は
前
年
を
下
回
っ
た

が
、
福
島
だ
け
が
増
加
。
そ
の

多
く
は
農
家
で
あ
る
。
大
地
に

働
き
か
け
生
業
を
得
て
い
る
た

め
大
変
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。

畜
産
業
も
同
様
で
あ
る
。
出
荷

停
止
な
ど
目
処
が
立
た
ず
、

「
生
き
地
獄
」
と
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。

▼
国
、
行
政
ほ
ど
あ
て
に
な
ら

な
い
も
の
は
な
い
（
現
場
は
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
）
。
緊
急

時
放
射
能
迅
速
影
響
予
測
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
と
い
う
も
の
が
あ
る

が
、
全
く
機
能
せ
ず
。
な
ぜ
か
。

デ
ー
タ
は
し
っ
か
り
と
把
握
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
ヶ

月
以
上
公
表
を
伏
せ
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
濃
密
度
放
射

能
が
漂
っ
て
い
た
地
域
に
避
難

し
た
住
民
が
無
用
な
放
射
能
被

爆
を
受
け
た
。
国
家
に
よ
る
犯

罪
で
は
な
い
か
。
中
国
新
幹
線

の
事
故
車
両
隠
蔽
で
日
本
で
は

有
り
得
な
い
と
し
て
い
る
が
、

私
は
日
本
政
府
も
大
差
な
い
の

で
な
い
か
と
思
う
。

▼
行
政
の
ト
ッ
プ
。
九
電
の
や

ら
せ
メ
ー
ル
問
題
が
あ
っ
た
が
、

玄
海
町
長
と
滋
賀
県
知
事
は
九

電
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
よ
う

な
立
ち
振
る
舞
い
。
原
発
立
地

の
首
長
は
原
発
マ
ネ
ー
で
ズ
ブ

ズ
ブ
だ
と
い
う
こ
と
。
来
年
度
、

全
て
の
原
発
が
ス
ト
ッ
プ
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
対
し
て
物
申
す
首
長
が
出
て

く
る
動
き
に
注
視
し
て
も
ら
い

た
い
。

２
．
土
壌
セ
シ
ウ
ム
汚
染
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
に
匹
敵

▼
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
の

放
射
能
の
大
気
放
出
量
は
５
２

０
万
テ
ラ
レ
ク
ベ
ル
、
福
島
は

約
10
分
の
1
。
な
ぜ
レ
ベ
ル
7

か
。
そ
れ
は
進
行
形
で
あ
り
、

そ
れ
に
匹
敵
す
る
放
射
能
が
放

出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
。

３
．
想
定
外
を
許
し
て
は
な
ら

な
い

▼
今
回
の
地
震
は
０
・
１
〜
０
・

３
秒
の
強
烈
な
単
周
期
の
振
動

だ
っ
た
。
原
発
は
単
周
期
の
揺

れ
に
非
常
に
弱
い
構
造
。
国
と

東
電
は
津
波
で
破
壊
さ
れ
た
と

主
張
し
続
け
て
い
る
が
、
私
は

こ
の
地
震
の
揺
れ
で
40
年
経
過

し
た
建
物
が
破
壊
さ
れ
、
ト
ド

メ
と
し
て
津
波
で
破
壊
さ
れ
た

と
見
る
。
あ
る
議
員
は
「
東
電

も
あ
る
意
味
被
害
者
だ
。
千
年

来
の
津
波
で
あ
り
、
人
智
を
超

え
た
、
想
定
外
の
こ
と
」
と
し

て
、
津
波
の
せ
い
に
し
て
原
発

自
体
は
問
題
が
な
か
っ
た
と
の

論
調
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の

原
発
の
延
命
を
図
る
動
き
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。

４
．
全
電
源
喪
失
事
故
は
昨
年

６
月
に
起
き
て
い
た

▼
今
回
の
事
故
が
重
大
な
事
故

に
な
っ
た
の
は
全
電
源
喪
失
状

態
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同

様
の
事
象
が
昨
年
6
月
に
も
発

生
し
て
い
た
。
こ
の
対
策
を
し
っ

か
り
と
し
て
お
け
ば
、
今
回
の

最
悪
の
事
態
だ
け
は
避
け
ら
れ

た
と
思
う
。
だ
が
東
電
は
何
も

し
て
こ
な
か
っ
た
。

▼
日
本
は
世
界
で
最
も
放
射
能

の
怖
さ
を
知
っ
て
い
る
国
民
で

の
は
ず
。
広
島
、
長
崎
の
原
爆
、

ビ
キ
ニ
岩
礁
、
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ

臨
界
事
故
、
そ
し
て
5
回
目
の

福
島
。
世
界
は
ど
の
よ
う
な
目

で
日
本
を
見
て
い
る
か
。

だ

が
資
源
小
国
、
原
発
は
安
全
の

二
つ
を
言
わ
れ
る
と
黙
っ
て
し

ま
う
。
我
々
の
課
題
で
あ
る
。

５
．
利
益
優
先
、
安
全
軽
視
の

「
究
極
の
合
理
化
」
次
々
と

▼
東
電
の
イ
メ
ー
ジ
は
優
良
企

業
。
し
か
し
97
年
時
、
売
上
の

2
倍
の
借
金
が
あ
っ
た
。
背
景

は
原
発
の
建
設
費
だ
。
95
年
の

電
力
の
自
由
化
を
契
機
に
徹
底

し
た
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
た
。

前
清
水
社
長
は
ミ
ス
タ
ー
コ
ス

ト
カ
ッ
タ
ー
と
呼
ば
れ
、
修
繕

費
と
人
件
費
を
徹
底
削
減
し
、

経
理
畑
か
ら
初
め
て
社
長
に
上

り
詰
め
た
人
物
だ
。

▼
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
、
現

場
で
は
、
昼
夜
な
く
働
か
さ
れ
、

東
電
の
社
員
も
例
外
で
は
な
く
、

強
烈
な
パ
ワ
ハ
ラ
で
自
殺
者
が

増
加
。

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
続
出

し
た
が
、
人
を
増
や
さ
ず
事
故

を
減
ら
す
対
策
と
し
て
「
血
尿
」

が
出
る
ほ
ど
責
め
上
げ
ら
れ
た
。

▼
加
え
て
定
期
検
査
の
短
縮

（
手
抜
き
）
、
定
期
検
査
間
隔

延
長
、
重
要
配
管
に
傷
が
あ
っ

て
も
運
転
可
能
と
す
る
「
維
持

基
準
」
の
導
入
と
、
「
40
年
超

寿
命
延
長
」
の
法
改
正
を
行
な
っ

て
き
た
。
大
事
故
の
背
景
に
は

必
ず
背
景
が
あ
る
。
JR
西
の
大

事
故
と
無
縁
で
は
な
い
と
考
え

る
。

６
．
原
子
力
制
作
の
破
綻
の
ツ

ケ
が
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
だ

▼
原
発
54
基
が
一
年
間
稼
働
す

る
と
広
島
型
原
爆
の
一
千
発
分

の
死
の
灰
が
使
用
済
み
燃
料
と

し
て
溜
ま
る
。
国
の
原
子
力
政

策
の
柱
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
に

あ
っ
た
が
、
六
ヶ
所
村
の
再
処

理
工
場
が
故
障
で
四
半
世
紀
経

過
し
て
も
動
か
な
い
。
敷
地
内

に
共
用
プ
ー
ル
を
作
っ
た
が
、

原
発
も
一
時
保
管
庫
と
し
て
使

用
し
て
い
た
。
損
傷
の
激
し
い

4
号
機
の
プ
ー
ル
に
は
２
・
４

倍
も
詰
め
込
ん
で
あ
っ
た
。
水

素
爆
発
の
原
因
で
あ
る
水
素
の

発
生
は
原
子
炉
だ
け
で
な
く
プ
ー

ル
か
ら
発
生
し
た
と
見
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
政
策
の
ツ
ケ

の
犠
牲
に
な
っ
た
国
民
は
た
ま

ら
な
い
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
全
て
を
掲

載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
号
以
降
に
掲
載
予
定

で
す
。

第２６１１号 国労せんだい ２０１１年８月２５日

団結 抵抗 統一

熱心に聞き入る参加者

説明する石丸氏

第
25
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期
大
会

9
月
6
日
（
火
）
13
時
〜
7
日
（
水
）
16
時

ラ
フ
レ
埼
玉

第
66
回
仙
台
地
本
定
期
大
会

10
月
2
日
（
日
）
13
時
〜
3
日
（
月
）
12
時

秋
保
温
泉
・
緑
水
亭

退
職
の
お
知
ら
せ

7
月
31
日
付

坂
本

晴
夫
さ
ん

小
牛
田
駅
連

Ｔ
Ｓ
Ｓ
福
島

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


